
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）    

歳入 2019～2023 2024～2028 合計 備考 

一般財源 84 108 192  

ふるさと納税基金 38 41 79 繰入金 

国県支出金 107 53 160 地方創生推進交付金、県補助金等 

寄附金 36 20 56 企業版ふるさと納税等 

その他 1 1 2 資料等販売売上 

入館料 42 72 114 両家入館料 

合計 308 295 603  

 

歳出 2019～2023 2024～2028 合計 備考 

維持管理経費 50 49 99 保存・管理に要する経費（庭園管理を含む） 

修繕費 145 212 357 文化財として保存するための修繕費用 

公開経費 43 31 74 一般公開・特別公開に要する経費 

施設整備費 65 2 67 公開・利活用上施設の整備に要する経費 

その他 5 1 6 委員報酬、補助金 

合計 308 295 603  

 

本計画に関するお問い合わせ先 

計画内容に関すること・・・・・・・・・・ 中山町政策推進課 TEL 023-662-4271 

中山町の文化財に関すること・・・・ 中山町教育委員会教育課 TEL 023-662-2235 

中山町の観光事業に関すること・・ 中山町産業振興課 TEL 023-662-2114 

 

 

 

 

 

 

 

柏倉家住宅保存・利活用実施計画 

【概要版】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県 中山町 

 

 

※柏倉家住宅とは、平成２９年４月に中山町が寄附を受けた「山形県指定有形文化財（建造物）旧柏倉家住

宅」及び「中山町指定有形文化財（建造物）旧柏倉惣右衛門家住宅」をいいます 

柏倉家住宅の保存利活用に係る経費（試算） 

官民連携事業 

【地域住民・町民との連携】 
⑴ 普及啓発事業 
・町民講座  ・小中学校連携事業 

⑵ 連携事業案 
・ボランティアガイド ・環境整備ボランティア 
・惣右衛門家住宅における利活用事業提案・実施 
・岡観音堂との連携（２０２０年御開帳） 
・柏倉家住宅を素材とする商品開発及び販売促進に 
関する官民連携の推進 

 
【大学等研究機関との連携】 
・山形大学（工学部）   ・東北芸術工科大学  ・東京藝術大学 
・柏倉家住宅の保存・利活用に関し、連携が必要となる団体 
 
【関係団体との連携】 
・黒塀のまちなみ保存活用協議会  ・緑の少年団  ・なかやま健幸くらぶ 
・中山町観光協会  ・中山町商工会  ・山形農業協同組合  ・山形地方森林組合 



 

 

旧九左衛門家の保存利活用 旧惣右衛門家の保存利活用 周辺環境整備と観光誘客 

【建造物の保存】 
・一般公開に必要な設備の設置・改修（2018年度、2019年度） 
・建造物維持に必要な計画的修繕（2019年度～） 
 
【建造物以外の文化財の保存】 
・収蔵品の整理、保管、台帳作成（2018年度～） 
・最上川舟運文化縁の品の購入（2018年度） 
 
【利活用方法】 
・一般公開（有料@500円程度、2020年度～） 
・特別公開（ひなまつり・紅花まつり・前蔵） 
《基本コンセプト》 
・伝統的な生活文化や地域貢献の役割を伝承する施設 
・紅花畑と里山に囲まれた自然と共生し人々の心を癒やす 
豪農屋敷 
・蔵座敷と仏間蔵、調度品にみられる漆芸の粋が尽くされた 
豪農屋敷 
・北前船と最上川舟運がもたらした文化交流の意義を学び・伝える 
施設 

 
【管理体制】 
・町直営又は業務委託（～2021年度） 
指定管理制度を導入（2022年度～） 

【周辺環境の整備】（2019年度） 
・新たな駐車場の整備 
・散策路（旧九左衛門家－三島神社－旧惣右衛門家）の整備 
・後背地裏山の間伐、紅花畑（木道、蓮池安全柵等）の整備 
 
【伝統的催事の開催（特別公開）】（2019年度～） 
・紅花の植栽、紅花祭りの開催、紅花関連商品の開発・販売 
・ひな祭りの開催 
 
【観光誘客の推進】（2019年度～） 
・岡地区内の周遊ルートの設定 
（旧九左衛門家－三島神社－旧惣右衛門家－岡観音堂） 

・中山町内の周遊ルートの設定 
 春夏秋冬で芋煮会・紅花染め・雪かき体験などを岡地区周遊コース 
と繋げ設定 

・村山広域 
 山寺、慈恩寺、紅花資料館など他市町の日本遺産認定文化財と 
連携したコースを設定 

・着地型旅行商品の開発（紅花染め体験等） 
・広域観光キャンペーンの展開 
（やまがた紅のみち、やまがた雛のみち） 

【情報発信事業】 
インターネット・紙媒体広報物による展開のほか、インフルエンサーを
招聘し魅力を発信 

【建造物の保存】 
・施設利用に必要な設備の設置（2018年度） 
・建造物維持に必要な計画的修繕（2019年度～） 
 
【建造物以外の文化財の保存】 
・収蔵品の整理、保管、台帳作成（旧九左衛門家の収蔵品整理後） 
 
【利活用方法】 
・柏倉一族の功績を解説するパネル・動画等整備 
・豪農の生活文化を体験できるワークショップ 
・基本コンセプトを踏まえた今後の利活用方法を検討するための実証
実験を実施（2019年度・2020年度） 
《基本コンセプト》 
・豪農の生活文化の体験と柏倉一族の功績の展示 
・関係人口を生み出すモノ・コト・ヒト交流施設 

 
【管理体制】 
・町直営又は業務委託（～2021年度） 
指定管理制度を導入（2022年度～） 

  ※旧九左衛門家と一体的に管理 

2017柏倉九左衛門家年代特定調査 2017 ヨーロッパ漆文化視察団 2018紅花まつりでのワークショップ 

継承すべき貴重な文化財 

⇒ 特別な存在 

里山と融合した歴史的建造物 

⇒ 癒やしの空間 

豪農生活・先人の知恵を学ぶ 

⇒ 体験できるソフト 

これからも行き続ける建造物 

⇒ 交流を生み出す場所 

高い文化価値を知る人々 

⇒ 魅力を発信 

自然・食・温泉を商品化 

⇒ 山形の豊かさを体感 

【計画の目的】本町が誇る歴史的な文化財の計画的な維持保存を行うとともに、柏倉家住宅の利活用策の方針として来館者の目的
となる「なぜそこに行かなければならないのか？」を明確にするもの。 

【計画の期間】2019年度から 2028年度（前後期５か年） 
【計画の目標】2023年度の年間来館者数：２０，０００人 
【評価・検証】柏倉家住宅保存・利活用検討委員会（仮称）において中間評価及び期末評価を行う。 


